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～11名が市政を問う～
　一般質問とは、議員自身の考え方や調査、研究をもとに、市政全般の施策（教育、福祉、財政等）に
ついて、事務の執行状況や今後の方針を市長等執行機関に質問することです。　　　　　　　
　泉南市議会では、議員1人あたり執行機関の答弁を含めて1時間以内とされています。
　今定例会では、11名が一般質問を行いました。
各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。掲載順位は質問順です。

●タルイサザンビーチ
関西国際空港の見えるビーチであり府内有数の海水浴場。
ウミガメの産卵、ふ化が確認されるほど美しい海岸とし
て知られています。

【表紙】

1.「校区に中学校１校、小学校1校を基本と

　する」学校つぶし計画は撤回を。

答弁：学校の統廃合は5年間行わない。

2.学校のエアコン設置・学校トイレの改修は

　補助金を獲得し実現を。

3.西信達中学校、信達小学校の老朽化対策は

　待ったなし。 

4.アスベスト被害者に最高裁判決による賠償

　金、労災認定、医療費助成について周知す

　ること。

5.マイナンバーの漏えい対策の強化を。

6.介護保険業者への指導について。

一般質問事項

　教育問題審議会答申に関する質問につい

て、今後5ヵ年計画で学校施設のあり方を議

論するとの答弁。

　その他青少年育成に関する方針や留守家庭

児童会についても質問。

　子どもの権利条例に関しては、作業部会の

早急な設置と相談・救済機関となるオンブズ

パーソン制度について今年度中に方向性を出

すと答弁。

　人権行政推進プランについては平成30年

度を目途に策定作業を進めるとの答弁。

一般質問事項

市民参画について
1.住民投票について
　①基本的な考え方
　②過去の住民投票
　③投票対象事項及び投票運動
　④常設型住民投票条例
　⑤0歳投票権
2.学校・教育について
　①主権者教育・シティズンシップ教育
　②出前授業
　③学習指導要領に基づいた授業
　④生徒会
　⑤学校運営協議会制度

原口　悠介
はらぐち        ゆうすけ

大阪維新の会

一般質問事項

1.教育
　①特別支援教育の充実について
　②不登校児童生徒の支援対策について
　③がん教育について
2.福祉
　①福祉コンシェルジュの設置について
　②障害者雇用・就労の促進について
3.防災・減災対策
　①自主防災組織の現状と充実について
　②福祉避難所・誘導板の設置について
　③災害時教職員対応マニュアルの進捗に

　ついて
4.高齢者の健康づくり
　①10食品群チェックシート導入について

澁谷　昌子
しぶ  や         まさ  こ

公明党

一般質問事項

　私は、本定例会での一般質問で大綱5点に

わたり質問を致しました。

　まず、首池跡地の処理では、売却に至るま

での経緯や議会の議決案件でない理由。また

今後の責任問題などについて質しました。

　次に双子川テニスコート改修の請願に対す

る対応や教育の無償化に対する見解。また学

校施設の屋外へのＡＥＤの設置や空調の整備

などを訴え、地方創生の推進に道路の補修事

業や（仮称）泉佐野南部公園前の府道の安全

対策等について質問をしました。

一般質問事項

大森　和夫
おおもり       かず  お

日本共産党

河部　　優
かわ  べ              まさる

新政せんなん

竹田　光良
たけ だ　　　みつよし

公明党

平成29年 第２回定例会　一般質問平成29年 第２回定例会　一般質問

（2）（7）

私たち８人が泉南市埋蔵文化財センターで待っています！！

私たち８人が樽井防災コミュニティセンターで待っています！！

お問い合わせ　泉南市議会事務局　TEL：072-483-0008

●泉南市埋蔵文化財センター                             ２階  講堂兼視聴覚室
●樽井防災コミュニティセンター（旧樽井幼稚園）　１階  多 目 的 室

厚生文教常任委員長
竹田光良

総務産業常任副委員長
原口悠介

議会運営副委員長
澁谷昌子

泉南市議会議長
田畑　 仁  

厚生文教常任委員
河部　 優

厚生文教常任委員
梶本茂躾

総務産業常任委員
森　 裕文

総務産業常任委員
大森和夫

厚生文教常任副委員長
堀口和弘

総務産業常任委員長
谷　 展和

議会運営委員長
古谷公俊

泉南市議会副議長
岡田好子

厚生文教常任委員
山本優真

総務産業常任委員
金子健太郎

厚生文教常任委員
和気信子

総務産業常任委員
南　 良徳

平成２９年８月５日（土）１４：００～１５：３０
市内２会場で同時開催

泉南
市議会 議会報告会議会報告会 申し込み不要



1.統一的な基準による公会計整備について
　①整備促進について
　②活用について
　③財政指標の設定について
　④適切な資産管理について
　⑤セグメント分析について
　⑥施設の統廃合について
　⑦行政評価との連携について
　⑧アカウンタビリティについて
2.行政評価について
　①必要性と意義について
　②目的について
　③成果指標について
　④庁内体制について

森　　裕文
もり　　　　  ひろ ふみ

無所属

一般質問事項

1.中学校給食
答弁：年間67件の異物混入あり。問題発生
　　　時に迅速な対応をとれるよう平成30
　　　年度中に「危機管理マニュアル」を作
　　　成する。
2.少年の非行・犯罪の対策
答弁：泉南市は、小中学生の問題行動深刻化
　　　を踏まえて、平成29年度中に大阪府
　　　警と「学校警察相互連絡制度」を締結
　　　する。
3.空き家対策
答弁：泉南市内に637軒の空き家がある。平
　　　成30年度から「空き家バンク」と「マ
　　　イホーム借り上げ制度」を導入する。
4.その他、子育てアプリについて、友好都市
　などグローバル化について質問。

一般質問事項

1.活気あるまちづくりについて 
　①和泉砂川駅前周辺整備で市民の声は？
　②仮ロータリーにより渋滞は解消されたか？
　　次の計画、又駅舎横市有地活用について
　③新家駅新設ロータリーで市民の声は？バ
　　リアフリー踏切対策は？JＡ跡地の交流
　　施設進捗状況は？
2.地域防災について
　①土砂災害（特別）警戒区域に指定された地
　　域の今後の対策は？防災士育成について
　②デジタル防災行政無線について
・ふるさと納税、ご当地ナンバーについて質
　問は9月議会に持ち越しへ

一般質問事項

1.職員の定数管理について

2.通学路の安全対策について

3.コミュニティバスについて

　①買い物難民対策をするべきではないか。

　②運転免許返納者への配慮を。

4.教育問題について

　①教員の負担を減らし、子ども達と向き合

　　う時間を増やすべき。

　②中学校給食を「地産地消」で食育を。堀口　和弘
ほりぐち　　 かずひろ

自民党・創生会

一般質問事項

山本　優真
やま もと       ゆう  ま

大阪維新の会

古谷　公俊　
ふる や　　　まさとし

自民党・創生会

1.泉南市総合防災について
　①泉南市総合防災マップ、泉南市地震ハザ
　　ードマップ
　②信達中学校周辺の地形、地質は
　　・埋立地
　　・土砂災害特別警戒区域
　　・滝の口（滝壺）ゲリラ豪雨による内水
　　　氾濫
2.泉南市公共施設等推進実施計画について
　①泉南市公共施設等最適化推進実施計画案
　　のパブリックコメントについて。特に教
　　育問題審議会答申の小中一貫教育等40
　　年間現実逃避
　②生活拠点と将来人口ビジョン

梶本　茂躾
かじもと        しげ  み

無所属

一般質問事項

1.土砂災害特別警戒区域のハード面の緊急対
　策をとるべき。
2.避難困難者への支援、福祉避難所を拡充せ
　よ。
3.教育委員会は、増加する「いじめ問題」の
　解決に全力をつくせ。
4.就学援助費の拡充を急げ。
5.乳幼児の保育を守る為に必要な監査を。ま
　た、待機児童対策を求める。
6.国民健康保険の府下統一で国保税が6年後
　まで値上げが続く可能性がある。さらなる
　値上げは止めるべき。
7.さわやかバスを増車し、増便して利用しや
　すくせよ。

和気　信子
わ    け         のぶ  こ

日本共産党

一般質問事項

インターネットで議会の
　　　生中継・録画中継が見られます
　泉南市議会では、ユーストリーム（生中継）とユーチューブ
(録画映像)による議会中継の配信を行っています。
　スマートフォンやタブレットからもアクセスが可能です。
　市民の皆様のアクセスをお待ちしております。

（ホームページからのアクセス方法）
　　　泉南市議会ウェブサイト　→　議会中継
※外部無料サイトを利用している為、途中でＣＭが入る場合が 
　あります。

　会議録検索システムは、発言者名、キーワードなど

で本会議等の会議録を検索、閲覧することができます。

　
　　　　泉南市議会ウェブサイト→会議録
（ホームページからのアクセス方法）

（3）

会議録検索システムを
　　　　　　ご利用ください。
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①
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策
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③
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宅
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。
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■
平
成
29
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

・「
産
官
学
連
携
ま
ち
・
海
・
里
山
創
生
事
業
」

（
地
方
創
生
推
進
交
付
金
採
択
に
よ
る
新
規
計
上
）
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７
０
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・「
防
犯
灯
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持
管
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業
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（
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
伴
う
調
査
委
託
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新
規
計
上
）
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０
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等

▼
平
成
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度
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算
審
査
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会

　
質
疑

　
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
補
助
金
と
、委

託
調
査
の
内
容
は
。

　　
　環
境
省
の
補
助
金
で
あ
り
、
道
路

の
照
明
と
し
て
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図

る
と
い
う
も
の
。
現
在
ど
の
よ
う
な
街
路

灯
が
付
い
て
い
る
か
、
ま
た
ワ
ッ
ト
数
等

調
査
す
る
た
め
の
委
託
料
で
あ
る
。

答

答

問

問

議
案
第
19
号
原
案
可
決

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　地
方
自
治
体
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
へ
の
対
応
、
大
規
模
災
害
を
想
定
し

た
防
災
・
減
災
事
業
の
実
施
な
ど
、
新

た
な
政
策
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
社

会
保
障
へ
の
対
応
、
地
域
交
通
の
維
持

等
果
た
す
役
割
が
拡
大
し
、
人
材
が
限

ら
れ
る
中
で
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
社
会
保
障
費
の
圧
縮
や
地
方
財
政

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
歳
出
削
減
の
議

論
が
加
速
し
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、
政
府
に
対
し
、
平
成
30

年
度
の
政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討

に
あ
た
り
、
国
民
生
活
を
犠
牲
に
す
る

財
政
と
す
る
の
で
は
な
く
、歳
入
・
歳
出

を
的
確
に
見
積
も
り
、
人
的
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
の
社
会
保
障
予
算
の
充
実
と
地

方
財
政
の
確
立
の
実
現
を
求
め
る
も
の
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
「
2
0
2
5
日
本
万
国
博
覧
会
」
の

大
阪
誘
致
に
対
す
る
決
議
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　国
際
博
覧
会
は
、
人
類
が
抱
え
る
地

球
規
模
の
課
題
に
対
し
、
解
決
方
策
を

提
言
す
る
場
で
あ
り
、
新
し
い
時
代
を

生
き
る
知
恵
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
、
世
界
と
日
本
の
平
和
的
発
展
に

大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　文
化
・
産
業
の
両
面
か
ら
国
内
外
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
大
阪
か
ら
、
よ
り
良

い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
新
し
い

モ
デ
ル
を
提
案
す
る
こ
と
や
、
そ
れ
を

議
員
提
出
議
案
第
１
号

原
案
可
決

議
員
提
出
議
案
第
2
号

原
案
可
決

　
　
産
官
学
連
携
に
よ
る
地
方
活
性

化
の
取
組
に
関
し
て
、現
状
と
今
後
の

考
え
は
。

　
　
　昨
年
度
は
近
畿
大
学
と
連
携
し
、

ア
ナ
ゴ
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
、
Ｐ

Ｒ
の
た
め
製
品
化
す
る
こ
と
、
市
民

の
皆
様
に
イ
ベ
ン
ト
で
食
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
成
果
と
考
え
て
い

る
。
今
年
度
は
ど
の
時
期
に
、
ど
の

量
、
ど
の
サ
イ
ズ
が
買
え
る
の
か
等

デ
ー
タ
を
確
実
に
積
み
上
げ
、Ｐ
Ｒ
に

使
っ
て
い
き
た
い
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

広
く
世
界
に
発
信
す
る
と
い
う
点
に
お

い
て
、
大
阪
で
の
開
催
は
大
変
意
義
が

あ
り
、
全
世
界
に
向
け
て
大
阪
の
存
在

感
を
示
す
絶
好
の
機
会
に
も
な
る
。
ま

た
、
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
と

と
も
に
市
民
の
健
康
増
進
や
地
域
の
振

興
に
も
寄
与
す
る
な
ど
、
都
市
の
活
性

化
や
市
民
生
活
の
向
上
も
期
待
で
き
る

た
め
、
国
際
博
覧
会
の
誘
致
・
実
現
に

向
け
、
大
阪
府
・
大
阪
市
や
経
済
界
と

と
も
に
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と

す
る
も
の
。

　
反
対
討
論
（
本
会
議
）

　万
博
誘
致
に
よ
り
、
カ
ジ
ノ
を
含
む

総
合
型
リ
ゾ
ー
ト
Ｉ
Ｒ
構
想
と
、
膨
大

な
開
催
費
用
が
危
惧
さ
れ
る
。
大
阪
府

は
子
ど
も
や
高
齢
者
の
医
療
助
成
を
改

悪
し
、
健
康
・
長
寿
の
施
策
に
は
背
を

向
け
な
が
ら
、
健
康
・
長
寿
を
テ
ー
マ

に
し
て
い
る
こ
と
に
も
違
和
感
が
あ

る
。
万
博
に
巨
額
を
投
じ
る
こ
と
は
本

末
転
倒
で
あ
り
、
健
康
を
守
る
事
業
の

実
施
や
大
阪
全
体
の
防
災
・
減
災
対
策

等
、
府
民
の
暮
ら
し
の
改
善
に
力
を
尽

く
す
べ
き
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　４
月
の
閣
議
了
承
の
後
も
、
そ
の
機

運
が
高
ま
っ
て
は
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

醸
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
大

阪
の
万
博
立
候
補
は
、
大
阪
全
体
の
経

済
活
性
化
の
為
に
も
一
丸
と
な
っ
て

し
っ
か
り
と
支
え
る
べ
き
。
た
だ
し
、

泉
南
市
に
直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
見
え

な
い
以
上
、
財
政
投
入
を
す
る
事
に
は

反
対
だ
が
、
泉
佐
野
市
な
ど
近
隣
市
町

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
独
自
の
地
元
振

興
策
を
期
待
す
る
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　市
営
住
宅
の
未
耐
震
化・老
朽
化
の

問
題
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

　　
　現
在
の
市
営
住
宅
は
、
耐
震
化
が

で
き
て
い
な
い
も
の
、
老
朽
化
が
進

み
、
建
て
替
え
や
廃
止
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ

の
中
で
、
い
ま
現
実
に
需
要
の
あ
る
風

呂
あ
り
の
部
屋
の
改
修
を
進
め
、
供
給

し
て
い
く
。
今
後
の
さ
ら
な
る
需
要
に

対
し
て
は
、
民
間
活
力
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活

用
す
る
な
ど
、
将
来
に
向
け
て
の
計
画

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　　
　市
民
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、市
営
住
宅

の
将
来
計
画
を
立
て
る
予
定
は
。

　　
　昨
年
度
か
ら
議
論
し
て
い
る
Ｆ
Ｍ

の
実
施
計
画
に
お
い
て
、
今
年
度
か
ら

市
営
住
宅
の
今
後
に
つ
い
て
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
含
め
、
何
戸
必
要
な
の
か
、

ど
う
い
っ
た
も
の
が
活
用
で
き
る
の
か

な
ど
を
検
討
し
、
具
体
的
な
計
画
を
立

て
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

計
画
を
出
し
た
上
で
、
順
次
、
対
応
し

て
い
く
と
い
う
方
針
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　新
築
し
た
市
営
宮
本
団
地
２
号
棟
は

部
屋
の
拡
張
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

で
入
居
者
も
大
変
喜
ん
で
お
り
議
案
に

（4）

議
案
第
18
号
原
案
可
決

■
泉
南
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
低

所
得
世
帯
に
お
け
る
第
2
子
の
無
償
化

及
び
、
ひ
と
り
親
世
帯
等
の
特
定
世
帯

に
お
け
る
利
用
者
負
担
軽
減
措
置
を
拡

充
す
る
た
め
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
る

必
要
か
ら
、本
条
例
を
提
案
す
る
も
の
。

　
▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　今
回
の
条
例
改
正
は
、市
民
税
非

課
税
世
帯
が
対
象
で
あ
る
が
、共
働
き

世
帯
等
で
あ
る
中
間
層
以
上
の
世
帯
に

対
す
る
負
担
軽
減
は
。

　　
　今
後
も
、
国
の
基
準
の
見
直
し
に

よ
り
、
改
正
が
予
想
さ
れ
る
。
市
と
し

て
は
、
現
在
保
育
短
時
間
認
定
者
に
対

す
る
保
育
料
の
負
担
軽
減
や
、
激
変
緩

和
措
置
と
し
て
保
育
料
を
細
分
化
す
る

等
お
こ
な
っ
て
お
り
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

■
泉
南
市
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　平
成
26
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
に
か

け
て
実
施
し
た
市
営
宮
本
住
宅
建
替
事

業
の
進
捗
に
伴
い
、
住
宅
の
位
置
、
戸

数
を
改
め
る
必
要
か
ら
本
条
例
を
提
案

す
る
も
の
。

　　

答

答

問

問

議
案
第
17
号
原
案
可
決

　平成29年第2回定例会（6月議会）は、6月15日から6月27日までの13日間の会期で開催い
たしました。
　今定例会では、泉南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用に関する条例の一部
を改正する条例の制定についてをはじめ、活発な議論が交わされました。
　提出された議案の中から、主な質疑、討論を要約してお知らせします。
　全ての議案の賛否一覧は、8ページに記載しています。

第 ２ 回 定 例 会第 ２ 回 定 例 会

　
　今
回
の
改
正
に
よ
る
歳
出
削
減
に

よ
り
、他
の
子
育
て
支
援
施
策
へ
の
活
用

は
。　　

　今
後
、子
育
て
施
策
で
必
要
と
さ
れ

る
部
分
に
つ
い
て
、
関
係
部
局
と
も
相

談
し
な
が
ら
予
算
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　低
所
得
の
世
帯
に
は
保
育
料
の
第
2

子
無
償
化
に
よ
る
軽
減
措
置
は
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
、
第
1
子
無

償
化
と
年
収
２
６
０
万
円
以
上
の
世
帯

に
も
軽
減
措
置
は
拡
充
す
べ
き
と
考
え

る
。
国
は
、
一
昨
年
「
一
億
総
活
躍
社

会
」
を
打
ち
出
し
、
希
望
出
生
率
1
・

8
を
掲
げ
た
が
、
昨
年
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
1
・
44
と
前
年
に
比
べ
微
減
。

今
後
、
国
・
自
治
体
に
お
い
て
子
育
て

支
援
の
拡
充
を
望
み
賛
成
。

答 問答 問



賛
成
。
一
方
、
市
営
前
畑
住
宅
は
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
。
市
営
住
宅
の
在
り

方
と
し
て
①
老
朽
化
・
耐
震
化
・
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
策
の
早
急
な
実
施
②

空
き
家
の
解
消
③
住
民
の
意
向
を
よ

く
聞
き
市
営
住
宅
の
良
さ
を
発
揮
す

る
こ
と
、
以
上
を
要
望
。

（5）

■
平
成
29
年
度
大
阪
府
泉
南
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

・「
産
官
学
連
携
ま
ち
・
海
・
里
山
創
生
事
業
」

（
地
方
創
生
推
進
交
付
金
採
択
に
よ
る
新
規
計
上
）

　
　
　
　
　８
７
０
万
円
の
増
額

　

・「
防
犯
灯
維
持
管
理
事
業
」

（
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
伴
う
調
査
委
託
料
新
規
計
上
）

　
　
　
　
　８
０
０
万
円
の
増
額
等

▼
平
成
29
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
質
疑

　
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
補
助
金
と
、委

託
調
査
の
内
容
は
。

　　
　環
境
省
の
補
助
金
で
あ
り
、
道
路

の
照
明
と
し
て
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図

る
と
い
う
も
の
。
現
在
ど
の
よ
う
な
街
路

灯
が
付
い
て
い
る
か
、
ま
た
ワ
ッ
ト
数
等

調
査
す
る
た
め
の
委
託
料
で
あ
る
。

答

答

問

問

議
案
第
19
号
原
案
可
決

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　地
方
自
治
体
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
へ
の
対
応
、
大
規
模
災
害
を
想
定
し

た
防
災
・
減
災
事
業
の
実
施
な
ど
、
新

た
な
政
策
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
社

会
保
障
へ
の
対
応
、
地
域
交
通
の
維
持

等
果
た
す
役
割
が
拡
大
し
、
人
材
が
限

ら
れ
る
中
で
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
社
会
保
障
費
の
圧
縮
や
地
方
財
政

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
歳
出
削
減
の
議

論
が
加
速
し
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、
政
府
に
対
し
、
平
成
30

年
度
の
政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討

に
あ
た
り
、
国
民
生
活
を
犠
牲
に
す
る

財
政
と
す
る
の
で
は
な
く
、歳
入
・
歳
出

を
的
確
に
見
積
も
り
、
人
的
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
の
社
会
保
障
予
算
の
充
実
と
地

方
財
政
の
確
立
の
実
現
を
求
め
る
も
の
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
「
2
0
2
5
日
本
万
国
博
覧
会
」
の

大
阪
誘
致
に
対
す
る
決
議
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　国
際
博
覧
会
は
、
人
類
が
抱
え
る
地

球
規
模
の
課
題
に
対
し
、
解
決
方
策
を

提
言
す
る
場
で
あ
り
、
新
し
い
時
代
を

生
き
る
知
恵
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
、
世
界
と
日
本
の
平
和
的
発
展
に

大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　文
化
・
産
業
の
両
面
か
ら
国
内
外
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
大
阪
か
ら
、
よ
り
良

い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
新
し
い

モ
デ
ル
を
提
案
す
る
こ
と
や
、
そ
れ
を

議
員
提
出
議
案
第
１
号

原
案
可
決

議
員
提
出
議
案
第
2
号

原
案
可
決

　
　
産
官
学
連
携
に
よ
る
地
方
活
性

化
の
取
組
に
関
し
て
、現
状
と
今
後
の

考
え
は
。

　
　
　昨
年
度
は
近
畿
大
学
と
連
携
し
、

ア
ナ
ゴ
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
、
Ｐ

Ｒ
の
た
め
製
品
化
す
る
こ
と
、
市
民

の
皆
様
に
イ
ベ
ン
ト
で
食
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
成
果
と
考
え
て
い

る
。
今
年
度
は
ど
の
時
期
に
、
ど
の

量
、
ど
の
サ
イ
ズ
が
買
え
る
の
か
等

デ
ー
タ
を
確
実
に
積
み
上
げ
、Ｐ
Ｒ
に

使
っ
て
い
き
た
い
。

※
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

広
く
世
界
に
発
信
す
る
と
い
う
点
に
お

い
て
、
大
阪
で
の
開
催
は
大
変
意
義
が

あ
り
、
全
世
界
に
向
け
て
大
阪
の
存
在

感
を
示
す
絶
好
の
機
会
に
も
な
る
。
ま

た
、
大
き
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
と

と
も
に
市
民
の
健
康
増
進
や
地
域
の
振

興
に
も
寄
与
す
る
な
ど
、
都
市
の
活
性

化
や
市
民
生
活
の
向
上
も
期
待
で
き
る

た
め
、
国
際
博
覧
会
の
誘
致
・
実
現
に

向
け
、
大
阪
府
・
大
阪
市
や
経
済
界
と

と
も
に
、
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と

す
る
も
の
。

　
反
対
討
論
（
本
会
議
）

　万
博
誘
致
に
よ
り
、
カ
ジ
ノ
を
含
む

総
合
型
リ
ゾ
ー
ト
Ｉ
Ｒ
構
想
と
、
膨
大

な
開
催
費
用
が
危
惧
さ
れ
る
。
大
阪
府

は
子
ど
も
や
高
齢
者
の
医
療
助
成
を
改

悪
し
、
健
康
・
長
寿
の
施
策
に
は
背
を

向
け
な
が
ら
、
健
康
・
長
寿
を
テ
ー
マ

に
し
て
い
る
こ
と
に
も
違
和
感
が
あ

る
。
万
博
に
巨
額
を
投
じ
る
こ
と
は
本

末
転
倒
で
あ
り
、
健
康
を
守
る
事
業
の

実
施
や
大
阪
全
体
の
防
災
・
減
災
対
策

等
、
府
民
の
暮
ら
し
の
改
善
に
力
を
尽

く
す
べ
き
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　４
月
の
閣
議
了
承
の
後
も
、
そ
の
機

運
が
高
ま
っ
て
は
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

醸
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
大

阪
の
万
博
立
候
補
は
、
大
阪
全
体
の
経

済
活
性
化
の
為
に
も
一
丸
と
な
っ
て

し
っ
か
り
と
支
え
る
べ
き
。
た
だ
し
、

泉
南
市
に
直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
見
え

な
い
以
上
、
財
政
投
入
を
す
る
事
に
は

反
対
だ
が
、
泉
佐
野
市
な
ど
近
隣
市
町

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
独
自
の
地
元
振

興
策
を
期
待
す
る
。

▼
総
務
産
業
常
任
委
員
会
質
疑

　
　市
営
住
宅
の
未
耐
震
化・老
朽
化
の

問
題
へ
の
今
後
の
対
応
は
。

　　
　現
在
の
市
営
住
宅
は
、
耐
震
化
が

で
き
て
い
な
い
も
の
、
老
朽
化
が
進

み
、
建
て
替
え
や
廃
止
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ

の
中
で
、
い
ま
現
実
に
需
要
の
あ
る
風

呂
あ
り
の
部
屋
の
改
修
を
進
め
、
供
給

し
て
い
く
。
今
後
の
さ
ら
な
る
需
要
に

対
し
て
は
、
民
間
活
力
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活

用
す
る
な
ど
、
将
来
に
向
け
て
の
計
画

の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　　
　市
民
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、市
営
住
宅

の
将
来
計
画
を
立
て
る
予
定
は
。

　　
　昨
年
度
か
ら
議
論
し
て
い
る
Ｆ
Ｍ

の
実
施
計
画
に
お
い
て
、
今
年
度
か
ら

市
営
住
宅
の
今
後
に
つ
い
て
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
含
め
、
何
戸
必
要
な
の
か
、

ど
う
い
っ
た
も
の
が
活
用
で
き
る
の
か

な
ど
を
検
討
し
、
具
体
的
な
計
画
を
立

て
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

計
画
を
出
し
た
上
で
、
順
次
、
対
応
し

て
い
く
と
い
う
方
針
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　新
築
し
た
市
営
宮
本
団
地
２
号
棟
は

部
屋
の
拡
張
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

で
入
居
者
も
大
変
喜
ん
で
お
り
議
案
に

（4）

議
案
第
18
号
原
案
可
決

■
泉
南
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
令
の

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
低

所
得
世
帯
に
お
け
る
第
2
子
の
無
償
化

及
び
、
ひ
と
り
親
世
帯
等
の
特
定
世
帯

に
お
け
る
利
用
者
負
担
軽
減
措
置
を
拡

充
す
る
た
め
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
る

必
要
か
ら
、本
条
例
を
提
案
す
る
も
の
。

　
▼
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
質
疑

　
　今
回
の
条
例
改
正
は
、市
民
税
非

課
税
世
帯
が
対
象
で
あ
る
が
、共
働
き

世
帯
等
で
あ
る
中
間
層
以
上
の
世
帯
に

対
す
る
負
担
軽
減
は
。

　　
　今
後
も
、
国
の
基
準
の
見
直
し
に

よ
り
、
改
正
が
予
想
さ
れ
る
。
市
と
し

て
は
、
現
在
保
育
短
時
間
認
定
者
に
対

す
る
保
育
料
の
負
担
軽
減
や
、
激
変
緩

和
措
置
と
し
て
保
育
料
を
細
分
化
す
る

等
お
こ
な
っ
て
お
り
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

■
泉
南
市
市
営
住
宅
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
主
な
内
容
）

　平
成
26
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
に
か

け
て
実
施
し
た
市
営
宮
本
住
宅
建
替
事

業
の
進
捗
に
伴
い
、
住
宅
の
位
置
、
戸

数
を
改
め
る
必
要
か
ら
本
条
例
を
提
案

す
る
も
の
。

　　

答

答

問

問

議
案
第
17
号
原
案
可
決

　平成29年第2回定例会（6月議会）は、6月15日から6月27日までの13日間の会期で開催い
たしました。
　今定例会では、泉南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用に関する条例の一部
を改正する条例の制定についてをはじめ、活発な議論が交わされました。
　提出された議案の中から、主な質疑、討論を要約してお知らせします。
　全ての議案の賛否一覧は、8ページに記載しています。

第 ２ 回 定 例 会第 ２ 回 定 例 会

　
　今
回
の
改
正
に
よ
る
歳
出
削
減
に

よ
り
、他
の
子
育
て
支
援
施
策
へ
の
活
用

は
。　　

　今
後
、子
育
て
施
策
で
必
要
と
さ
れ

る
部
分
に
つ
い
て
、
関
係
部
局
と
も
相

談
し
な
が
ら
予
算
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
賛
成
討
論
（
本
会
議
）

　低
所
得
の
世
帯
に
は
保
育
料
の
第
2

子
無
償
化
に
よ
る
軽
減
措
置
は
喜
ば
し

い
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
、
第
1
子
無

償
化
と
年
収
２
６
０
万
円
以
上
の
世
帯

に
も
軽
減
措
置
は
拡
充
す
べ
き
と
考
え

る
。
国
は
、
一
昨
年
「
一
億
総
活
躍
社

会
」
を
打
ち
出
し
、
希
望
出
生
率
1
・

8
を
掲
げ
た
が
、
昨
年
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
1
・
44
と
前
年
に
比
べ
微
減
。

今
後
、
国
・
自
治
体
に
お
い
て
子
育
て

支
援
の
拡
充
を
望
み
賛
成
。

答 問答 問



1.統一的な基準による公会計整備について
　①整備促進について
　②活用について
　③財政指標の設定について
　④適切な資産管理について
　⑤セグメント分析について
　⑥施設の統廃合について
　⑦行政評価との連携について
　⑧アカウンタビリティについて
2.行政評価について
　①必要性と意義について
　②目的について
　③成果指標について
　④庁内体制について

森　　裕文
もり　　　　  ひろ ふみ

無所属

一般質問事項

1.中学校給食
答弁：年間67件の異物混入あり。問題発生
　　　時に迅速な対応をとれるよう平成30
　　　年度中に「危機管理マニュアル」を作
　　　成する。
2.少年の非行・犯罪の対策
答弁：泉南市は、小中学生の問題行動深刻化
　　　を踏まえて、平成29年度中に大阪府
　　　警と「学校警察相互連絡制度」を締結
　　　する。
3.空き家対策
答弁：泉南市内に637軒の空き家がある。平
　　　成30年度から「空き家バンク」と「マ
　　　イホーム借り上げ制度」を導入する。
4.その他、子育てアプリについて、友好都市
　などグローバル化について質問。

一般質問事項

1.活気あるまちづくりについて 
　①和泉砂川駅前周辺整備で市民の声は？
　②仮ロータリーにより渋滞は解消されたか？
　　次の計画、又駅舎横市有地活用について
　③新家駅新設ロータリーで市民の声は？バ
　　リアフリー踏切対策は？JＡ跡地の交流
　　施設進捗状況は？
2.地域防災について
　①土砂災害（特別）警戒区域に指定された地
　　域の今後の対策は？防災士育成について
　②デジタル防災行政無線について
・ふるさと納税、ご当地ナンバーについて質
　問は9月議会に持ち越しへ

一般質問事項

1.職員の定数管理について

2.通学路の安全対策について

3.コミュニティバスについて

　①買い物難民対策をするべきではないか。

　②運転免許返納者への配慮を。

4.教育問題について

　①教員の負担を減らし、子ども達と向き合

　　う時間を増やすべき。

　②中学校給食を「地産地消」で食育を。堀口　和弘
ほりぐち　　 かずひろ

自民党・創生会

一般質問事項

山本　優真
やま もと       ゆう  ま

大阪維新の会

古谷　公俊　
ふる や　　　まさとし

自民党・創生会

1.泉南市総合防災について
　①泉南市総合防災マップ、泉南市地震ハザ
　　ードマップ
　②信達中学校周辺の地形、地質は
　　・埋立地
　　・土砂災害特別警戒区域
　　・滝の口（滝壺）ゲリラ豪雨による内水
　　　氾濫
2.泉南市公共施設等推進実施計画について
　①泉南市公共施設等最適化推進実施計画案
　　のパブリックコメントについて。特に教
　　育問題審議会答申の小中一貫教育等40
　　年間現実逃避
　②生活拠点と将来人口ビジョン

梶本　茂躾
かじもと        しげ  み

無所属

一般質問事項

1.土砂災害特別警戒区域のハード面の緊急対
　策をとるべき。
2.避難困難者への支援、福祉避難所を拡充せ
　よ。
3.教育委員会は、増加する「いじめ問題」の
　解決に全力をつくせ。
4.就学援助費の拡充を急げ。
5.乳幼児の保育を守る為に必要な監査を。ま
　た、待機児童対策を求める。
6.国民健康保険の府下統一で国保税が6年後
　まで値上げが続く可能性がある。さらなる
　値上げは止めるべき。
7.さわやかバスを増車し、増便して利用しや
　すくせよ。

和気　信子
わ    け         のぶ  こ

日本共産党

一般質問事項

インターネットで議会の
　　　生中継・録画中継が見られます
　泉南市議会では、ユーストリーム（生中継）とユーチューブ
(録画映像)による議会中継の配信を行っています。
　スマートフォンやタブレットからもアクセスが可能です。
　市民の皆様のアクセスをお待ちしております。

（ホームページからのアクセス方法）
　　　泉南市議会ウェブサイト　→　議会中継
※外部無料サイトを利用している為、途中でＣＭが入る場合が 
　あります。

　会議録検索システムは、発言者名、キーワードなど

で本会議等の会議録を検索、閲覧することができます。

　
　　　　泉南市議会ウェブサイト→会議録
（ホームページからのアクセス方法）

（3）

会議録検索システムを
　　　　　　ご利用ください。

（6）

8月5日（土）、議会報告会をします。8月5日（土）、議会報告会をします。
泉南市議会では、議会基本条例のもと、
 
市民の皆様の
負託に応える議会、
信頼される議会、
身近で開かれた議会
 
をめざし、議会報告会を開催しています。
議会をもっともっと身近に感じていただくため
今年は下記の２会場で開催します。
どちらの会場も申込不要、どなたでもご参加いただけます。
議員一同、皆様のご参加を心よりお待ちしております。

全国市議会議長会より
森裕文議員、 堀口武視元議員、 成田政彦元議員の

３名に対し、表彰状が授与されました。

　全国市議会議長会表彰とは、10年以上市議会議員の職にある者又はあった者、正副議長
として４年以上職にあった者に授与されます。
　なお、市議会議員として10年以上その職にある者又はあった者は５年毎に表彰されま
す。今年度は森裕文議員（一般表彰：10年在職）、成田政彦元議員（特別表彰：40年在職）
が議員表彰、堀口武視元議員が正副議長表彰（正副議長として４年以上在職）され、それ
ぞれ表彰状が授与されました。

埋蔵文化財センター　講堂兼視聴覚室　
（泉南市信達大苗代374番4号  TEL072-483-6789）

至りんくうタウン

新樫井川橋

明治大橋

大苗代西
交差点

至泉佐野市

グラウンド

R2
6

〒

樫
井
川

新家
交差点

JR新家駅

新家
交差点

JR新家駅

道

熊
野
街

一岡神社

泉南市
埋蔵文化財センター

樽井防災コミュニティセンター　多目的室
（泉南市樽井五丁目14番12号　旧樽井幼稚園  TEL072-483-4331）
　

樽
井
駅

三
井
住
友
銀
行
●

樽
井
公
民
館
●

池
田
泉
州
銀
行
●

Ｊ
Ａ
大
阪
泉
州
●

●
郵
便
局

マンション

樽井防災
コミュニティセンター

(旧樽井幼稚園)



～11名が市政を問う～
　一般質問とは、議員自身の考え方や調査、研究をもとに、市政全般の施策（教育、福祉、財政等）に
ついて、事務の執行状況や今後の方針を市長等執行機関に質問することです。　　　　　　　
　泉南市議会では、議員1人あたり執行機関の答弁を含めて1時間以内とされています。
　今定例会では、11名が一般質問を行いました。
各議員から提出された原稿をそのまま掲載しています。掲載順位は質問順です。

●タルイサザンビーチ
関西国際空港の見えるビーチであり府内有数の海水浴場。
ウミガメの産卵、ふ化が確認されるほど美しい海岸とし
て知られています。

【表紙】

1.「校区に中学校１校、小学校1校を基本と

　する」学校つぶし計画は撤回を。

答弁：学校の統廃合は5年間行わない。

2.学校のエアコン設置・学校トイレの改修は

　補助金を獲得し実現を。

3.西信達中学校、信達小学校の老朽化対策は

　待ったなし。 

4.アスベスト被害者に最高裁判決による賠償

　金、労災認定、医療費助成について周知す

　ること。

5.マイナンバーの漏えい対策の強化を。

6.介護保険業者への指導について。

一般質問事項

　教育問題審議会答申に関する質問につい

て、今後5ヵ年計画で学校施設のあり方を議

論するとの答弁。

　その他青少年育成に関する方針や留守家庭

児童会についても質問。

　子どもの権利条例に関しては、作業部会の

早急な設置と相談・救済機関となるオンブズ

パーソン制度について今年度中に方向性を出

すと答弁。

　人権行政推進プランについては平成30年

度を目途に策定作業を進めるとの答弁。

一般質問事項

市民参画について
1.住民投票について
　①基本的な考え方
　②過去の住民投票
　③投票対象事項及び投票運動
　④常設型住民投票条例
　⑤0歳投票権
2.学校・教育について
　①主権者教育・シティズンシップ教育
　②出前授業
　③学習指導要領に基づいた授業
　④生徒会
　⑤学校運営協議会制度

原口　悠介
はらぐち        ゆうすけ

大阪維新の会

一般質問事項

1.教育
　①特別支援教育の充実について
　②不登校児童生徒の支援対策について
　③がん教育について
2.福祉
　①福祉コンシェルジュの設置について
　②障害者雇用・就労の促進について
3.防災・減災対策
　①自主防災組織の現状と充実について
　②福祉避難所・誘導板の設置について
　③災害時教職員対応マニュアルの進捗に

　ついて
4.高齢者の健康づくり
　①10食品群チェックシート導入について

澁谷　昌子
しぶ  や         まさ  こ

公明党

一般質問事項

　私は、本定例会での一般質問で大綱5点に

わたり質問を致しました。

　まず、首池跡地の処理では、売却に至るま

での経緯や議会の議決案件でない理由。また

今後の責任問題などについて質しました。

　次に双子川テニスコート改修の請願に対す

る対応や教育の無償化に対する見解。また学

校施設の屋外へのＡＥＤの設置や空調の整備

などを訴え、地方創生の推進に道路の補修事

業や（仮称）泉佐野南部公園前の府道の安全

対策等について質問をしました。

一般質問事項

大森　和夫
おおもり       かず  お

日本共産党

河部　　優
かわ  べ              まさる

新政せんなん

竹田　光良
たけ だ　　　みつよし

公明党

平成29年 第２回定例会　一般質問平成29年 第２回定例会　一般質問

（2）（7）

私たち８人が泉南市埋蔵文化財センターで待っています！！

私たち８人が樽井防災コミュニティセンターで待っています！！

お問い合わせ　泉南市議会事務局　TEL：072-483-0008

●泉南市埋蔵文化財センター                             ２階  講堂兼視聴覚室
●樽井防災コミュニティセンター（旧樽井幼稚園）　１階  多 目 的 室

厚生文教常任委員長
竹田光良

総務産業常任副委員長
原口悠介

議会運営副委員長
澁谷昌子

泉南市議会議長
田畑　 仁  

厚生文教常任委員
河部　 優

厚生文教常任委員
梶本茂躾

総務産業常任委員
森　 裕文

総務産業常任委員
大森和夫

厚生文教常任副委員長
堀口和弘

総務産業常任委員長
谷　 展和

議会運営委員長
古谷公俊

泉南市議会副議長
岡田好子

厚生文教常任委員
山本優真

総務産業常任委員
金子健太郎

厚生文教常任委員
和気信子

総務産業常任委員
南　 良徳

平成２９年８月５日（土）１４：００～１５：３０
市内２会場で同時開催

泉南
市議会 議会報告会議会報告会 申し込み不要



古
谷
　公
俊

堀
口
　和
弘

田
畑
　
　仁
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介

河
部
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金
子
健
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和
気
　信
子

大
森
　和
夫

梶
本
　茂
躾

森
　
　裕
文

自民党・創生会 公明党 無所属 無所属大阪
維新の会

新政
せんなん

日本
共産党

結 果

原案了承

原案了承

報告事項のため採決はとりません

報告事項のため採決はとりません

報告事項のため採決はとりません

原案了承

原案了承

報 告 済

報 告 済

原案同意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

継続調査

原案了承

原案同意
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○
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報 告 済

案　　件　　名
議案
番号

※

※

　議
会
だ
よ
り
７
頁
に
、
泉

南
市
議
16
名
の
顔
写
真
が
並

ぶ
８
月
５
日
に
開
催
す
る

「
議
会
報
告
会
お
誘
い
」
ポ

ス
タ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
ラ
ー
の
大
型
ポ
ス

タ
ー
も
市
内
の
掲
示
板
に
貼

り
出
し
て
い
ま
す
。
「
議
員

の
顔
で
も
見
に
行
こ
う
か
」

と
気
軽
に
報
告
会
に
お
越
し

く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集
後
記

委
員
長
／
大
森

　和
夫

副
委
員
長
／
森

　
　裕
文

委

　
　員
／
山
本

　優
真

　
　
　
　
　金
子
健
太
郎

　
　
　
　
　澁
谷

　昌
子

　
　
　
　
　谷

　
　展
和

議
会
報
編
集
委
員
会

議会だよりに対するご意見・
ご感想をお寄せください。
〒590-0592（住所不要）
泉南市議会事務局
TEL 483-0008  FAX 484-2085
e-mail:gikai@city.sennan.lg.jp

お
待

ちしていま
す

お
待

ちしていま
す

ご意見
ご感想
ご意見
ご感想

議案賛否一覧 賛否（○：賛成、×：反対、■：退席）※：議長職を執り行うため、賛否に加わりません。 議長は賛否同数のときのみ裁決し、議案の可否を決定します。

専決処分の承認を求めるについて（平成29年度大阪府泉南市国
民健康保険事業特別会計補正予算（第１号））

例月現金出納検査結果報告

専決処分の承認を求めるについて（泉南市消防団員等公務災害
補償条例の一部を改正する条例の制定について）

泉南市市営住宅設置条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

平成29年度大阪府泉南市一般会計補正予算（第2号）

「2025 日本万国博覧会」の大阪誘致に対する決議について

地方財政の充実・強化を求める意見書について

閉会中の継続調査について

泉南監報告
第2,4,5,6.7号

報告第１号

専決処分の承認を求めるについて（泉南市市税賦課徴収条例の
一部を改正する条例の制定について）報告第２号

専決処分の承認を求めるについて（泉南市都市計画税賦課徴収
条例の一部を改正する条例の制定について）報告第３号

専決処分の承認を求めるについて（泉南市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の制定について）報告第４号

平成28年度大阪府泉南市一般会計継続費繰越計算書について報告第5号
平成28年度大阪府泉南市一般会計繰越明許費繰越計算書につ
いて報告第6号

報告第7号

泉南市農業委員会委員の任命につき認定農業者等が委員の過半
数を占めることを要しない場合の同意について

泉南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例及び泉南市特定教育・保育施設及び
特定地域型保育事業の利用に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

泉南市農業委員会委員の任命について
伊藤　喜久氏、小川　孫彦氏、中野　吉次氏、池上　安夫氏、
奥　　安則氏、田中　秀和氏、松本　   實氏、大浦　勝治氏、
杉野　榮一氏、角辻　健二氏、田中一寿子氏、馬場　定夫氏、
籔内與四男氏、吉積　弘行氏

議案第1号

議案
第2号～
第15号

議案第16号

泉南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用に
関する条例の一部を改正する条例の制定について議案第17号

議案第18号

議案第19号

議員提出
議案第１号

議員提出
議案第２号

　本会議は誰でも（児童、乳幼児は議長の許可が必要）自由に傍聴することができま
す。車椅子による傍聴も可能です。
　本会議の傍聴を希望される場合は、会議の日の当日に傍聴席入口の受付で必要事項を
記入し、傍聴券を受け取ってください。また、議案書の貸し出しも行っています。数に
限りがありますが、閲覧を希望される方は傍聴申請時に係員に申し出てください。
　市議会の活動を知り、市政の内容をより理解していただくためにも是非本会議の傍聴
にお越しください。皆さまのお越しをお待ちしています。

本会議の傍聴について本会議の傍聴について

（                          ）

The Sennan City Assembly News　No.62

せんなん
議会だより
平成29年 第2回定例会
認定こども園・保育所・幼稚園の利用者負担額
市民税非課税世帯・ひとり親世帯等特定世帯の軽減措置が拡充します。

泉南市樽井一丁目1番1号

【電話】072-483-0008

【FAX】072-484-2085

・発　行　日　平成29年8月1日

・編集と発行　泉南市議会報編集委員会

議会ホームページもご覧ください。

http://gikai.city.sennan.osaka.jp/
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